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実
験
室
で
は
、
①
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
に
き
の
こ
を
乗
せ
ナ
ン
バ
リ

ン
グ
し
て
、
新
鮮
な
状
態
の
き
の

こ
観
察
、
②
先
生
が
各
家
族
の
テ

ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
、
き
の
こ
の
種

類
を
解
説
し
、
名
前
を
記
録
、
③

き
の
こ
の
形
態
観
察
の
記
録
作

成
、
④
一
週
間
く
ら
い
乾
燥
機
に

か
け
て
き
の
こ
標
本
を
作
る
。 

【
気
づ
い
た
こ
と
】 

自
然
に
囲
ま
れ
た
猿
田
神
社

で
も
本
来
銚
子
で
見
な
か
っ
た

コ
ガ
ネ
カ
ワ
ラ
タ
ケ
（
熱
帯
性
の

き
の
こ
で
、
鹿
島
神
宮
が
北
限
）

や
日
本
名
が
ま
だ
付
い
て
い
な

い
ダ
ト
ロ
ニ
エ
ラ
ト
ロ
ピ
カ
な

ど
、
外
来
種
が
多
く
あ
る
こ
と
や

熱
い
気
候
の
土
地
で
生
え
て
い

る
き
の
こ
が
見
つ
か
り
、
銚
子
の

温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

き
の
こ
検
隊
で
感
じ
ま
し
た
。 

  

田
中 

豊 

八
月
三
日 (

土)

、
二
年
ぶ
り

に
標
記
の
自
由
研
究
ツ
ア
ー
が

九
組
二
十
一
名
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。
講
師
は
岩
本
直
哉
専

門
員
で
、
市
民
の
会
会
員
三
名 

 

      

 
（
向
後
、
房
州
、
田
中
）
が
サ
ポ

ー
ト
し
た
。 

当
日
は
九
時
か
ら
猛
暑
の
長

崎
畳
磯
海
岸
で
、
講
師
か
ら
注
意

事
項
や
採
集
出
来
る
化
石
の
種

類
等
の
説
明
を
受
け
、
探
索
開
始

し
、
貝
化
石
や
、
植
物
化
石
等
を

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の

中
で
房
州
会
員
が
、
ホ
オ
ジ
ロ
ザ

メ
の
歯
を
発
見
、
じ
ゃ
ん
け
ん
合

戦
で
勝
利
の
子
が
ゲ
ッ
ト
し
、
午

前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
無

事
終
了
。 

午
後
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
芸
術
セ

ン
タ
ー
実
験
室
に
て
、
は
じ
め
に

本
年
導
入
さ
れ
た
化
石
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
装
置
を
使
い
希
望
者

が
体
験
。
そ
の
後
講
師
か
ら
化
石

の
基
礎
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
化

石
の
レ
プ
リ
カ
造
り
を
開
始
。
レ

プ
リ
カ
造
り
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、

ト
リ
ゴ
ニ
ア
の
他
、
今
回
は
犬
吠

層
と
同
じ
一
億
二
千
万
年
前
の

和
歌
山
県
西
廣
層
で
発
見
さ
れ

た
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
歯
も

含
め
十
種
類
の
レ
プ
リ
カ
を
作

成
。
講
師
の
解
説
で
、
犬
吠
層
か

ら
恐
竜
の
化
石
が
見
つ
か
る
か

も
と
の
話
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者

は
目
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
い
た
。

最
後
に
標
本
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

ツ
ア
ー
を
終
了
し
た
。 

今
年
度

の
講
義
は
レ
ベ
ル
が
や
や
高
く

感
じ
た
が
、
作
品
を
手
に
し
た
子

供
た
ち
は
満
足
し
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。 

工
藤 

忠
男 

八
月
五
日
、
銚
子
港
湾
合
同

庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
六
年
「
海

の
日
」
表
彰
式
が
あ
り
、
銚
子
ジ

オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
並
び
に
ナ

ル
ク
銚
子
は
、
多
年
に
わ
た
る
君

ケ
浜
等
の
海
岸
清
掃
美
化
活
動

に
対
し
、
海
上
保
安
庁
か
ら
海
上

保
安
庁
長
官
賞
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

川
原 

俊
久 

 
 
 

 

 

七
月
十
一
日
（
木
）
勤
労
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
表
題

の
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
の
会

学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
市
民
の
会
・
会
員
の
伊
藤
修
二

さ
ん
で
す
。 

「
ト
ン
ビ
岩
に
つ
い
て
」
は
海
鹿

島
礫
岩
の
巨
大
な
転
石
が
ト
ン

ビ
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
の

観
察
結
果
で
す
。
伊
藤
さ
ん
は
ト

ン
ビ
岩
の
海
岸
下
側
の
岩
石
を

丁
寧
に
海
側
か
ら
観
察
さ
れ
、

「
巨
大
な
転
石
が
岩
石
中
の
砂

岩
層
よ
り
亀
裂
が
入
り
分
解
し
、

最
後
に
ト
ン
ビ
の
首
の
下
の
岩

塊
が
崩
れ
今
の
形
と
な
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
崩
れ
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
江

戸
時
代
か
ら
今
の
形
な
の
だ
か

ら2

～300

年
持
て
ば
ジ
オ
サ
イ

ト
で
い
ら
れ
る
と
思
い
、
巨
大
な

転
石
が
あ
の
海
岸
線
に
な
ぜ
止

ま
っ
た
の
か
？
の
疑
問
が
わ
き

ま
し
た
。 

一
方
「
飯
岡
石 

天
の
石
笛
」

は
明
治
維
新
に
思
想
的
な
影
響

を
与
え
た
国
学
者
平
田
篤
胤
を

祭
っ
た
平
田
神
社
に
奉
納
さ
れ

て
い
る
「
天
の
石
笛
」
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
は
屏
風
ケ
浦
の
地
層

に
含
ま
れ
て
い
る
飯
岡
石
に
直

径
数
セ
ン
チ
の
管
の
よ
う
な
空

洞
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
笛
の
よ
う

に
見
え
る
石
片
で
す
。
管
状
の
部

分
は
カ
ニ
な
ど
の
巣
穴
で
先
に

有
機
物
の
影
響
で
か
た
ま
り
、
そ

の
後
そ
の
地
層
全
体
が
急
激
に

固
ま
り
（
コ
ン
ク
リ―

シ
ョ
ン
）

「
天
の
石
笛
」
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。
岩
が

で
き
る
の
は
長
い
時
間
と
巨
大

な
圧
力
、
熱
が
必
要
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
「
コ
ン
ク
リ―

シ
ョ
ン
」

の
固
化
は
早
い
と
き
に
は
二
～

三
か
月
で
出
来
る
と
の
話
で
し

た
。「
飯
岡
石
」
は
ど
の
よ
う
な

コ
ン
ク
リ―

シ
ョ
ン
が
起
こ
っ

た
の
か
不
思
議
で
し
た
。 

  

海
風
や 

 

犬
若
岬
は 

秋
近
し 

大
吉 

 

暮
れ
早
し 

豆
腐
屋
の
笛 

遠
ざ
か
る 

  

銚
子
で
も
昭
和
四
十
年
代
頃

ま
で
は
豆
腐
屋
さ
ん
の
行
商
が

あ
り
ま
し
た
。
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き

な
が
ら
笛
の
音
と
共
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
毎
年
秋
が
近
づ
く
と

懐
か
し
昭
和
の
思
い
出
が
脳
裏

に
浮
か
び
作
り
ま
し
た
。 

保
立 

得
造 

 長
崎
鼻 

イ
ソ
ギ
ク
群
生 

北
限
地 

 

イ
ソ
ギ
ク
は
、
犬
吠
埼
な
ど
崖

地
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
銚
子

北
限
の
海
岸
植
物
で
す
。
海
岸
清

掃
時
、
照
射
灯
近
く
の
黒
い
礫
の

波
食
台
一
面
に
広
が
る
丸
い
黄

色
の
小
花
の
多
さ
と
美
し
さ
に

驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

石
嶋 

博
行 

目
指
せ
化
石
博
士 

「
ト
ン
ビ
岩
」と 

「
天
の
石
笛
」に
つ
い
て

秋
の
ジ
オ
俳
句 

   

海
上
保
安
庁
長
官
賞
受
賞 

   

実験室での化石の説明 

海上保安庁長官賞表彰盾 


